
会報

（1）

　
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
の
会
報

は
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
か
ら
発
行
さ

れ
、
平
成
最
後
の
節
目
の
時
に
一
〇
〇
号

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
会
報
に

一
文
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
図
書
館
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
創

刊
さ
れ
た
会
報
は
、
京
都
府
図
書
館
等
連

絡
協
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
取
組
の

報
告
、
参
加
館
の
図
書
館
職
員
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
そ
の
時
々
の
旬
な
情
報
な

ど
、
図
書
館
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多
く

の
皆
様
の
功
績
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
、
感
慨
深
く
思
い

ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
京
都
府
図
書
館
等

連
絡
協
議
会
は
昭
和
五
十
一
年
六
月
に
京

都
府
内
の
図
書
館
事
業
等
の
振
興
及
び
相

互
間
の
協
力
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

発
足
し
、
歴
代
の
会
長
様
を
は
じ
め
、
図

書
館
業
務
に
係
る
職
員
の
皆
様
、
事
務
局

の
皆
様
の
お
力
に
よ
り
、
発
足
当
初
に
は

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
事
業
が

多
く
生
み
だ
さ
れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
な
ど
も
そ
の
一
例
で
す
が
、
変

化
す
る
時
代
の
流
れ
に
沿
い
な
が
ら
、
利

用
者
の
方
々
へ
資
料
と
施
設
を
提
供
す
べ

く
、
府
内
図
書
館
の
相
互
協
力
の
も
と
、

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
は
活
動
を

発
展
さ
せ
て
参
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
、
図
書
館
業
務
に
携
わ
っ
た

年
数
が
浅
い
た
め
、
現
在
、
快
適
に
行
っ

て
い
る
相
互
貸
借
業
務
を
普
通
の
こ
と
と

感
じ
て
い
ま
す
が
、
発
足
当
時
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
長
年
、
図
書
館
に
勤
め
て
い
る
当
館
の

職
員
か
ら
聞
き
ま
し
た
こ
と
を
少
し
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

① 

Ｋ-

Ｌ
ｉ
ｂ
ｎ
ｅ
ｔ
稼
働
以
前
の
相
互

貸
借
は
、
ま
ず
自
館
が
探
し
て
い
る
資

料
の
タ
イ
ト
ル
等
を
用
紙
に
書
き
込

み
、
Ｆ
ａ
ｘ
で
府
立
図
書
館
の
振
興

課
（
当
時
）
に
送
る
。
す
る
と
折
り
返

し
Ｆ
ａ
ｘ
が
届
き
、
府
立
図
書
館
に
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
こ
れ
は
○
○

図
書
館
に
あ
る
、
こ
れ
は
△
△
図
書
館

に
あ
る
…
…
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
度
は
○
○
図
書
館
や
△
△
図
書

館
に
直
接
Ｆ
ａ
ｘ
で
一
冊
、
一
冊
借
受

要
求
を
す
る
…
…
と
い
う
大
変
手
間
が

か
か
る
方
法
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今

は
横
断
検
索
館
も
多
く
な
り
、
資
料
の

内
容
や
表
紙
ま
で
見
ら
れ
る
の
は
素
晴

ら
し
い
進
歩
と
思
い
ま
す
。

② 

今
、
連
絡
車
は
各
市
町
村
の
中
央
館
を

中
心
に
回
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
以
前
は

現
在
の
分
館
・
分
室
に
あ
た
る
図
書
館
・

図
書
施
設
ま
で
回
っ
て
い
ま
し
た
。
京

都
市
内
か
ら
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
来
ら

れ
た
連
絡
車
が
北
部
の
大
雪
の
中
、
動

け
な
く
な
り
、
図
書
館
職
員
が
後
ろ
か

ら
押
し
て
や
っ
と
発
進
で
き
た
…
…
と
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い
っ
た
、
当
時
の
様
子
が
目
に
見
え
る

よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

③ 

週
一
回
だ
っ
た
連
絡
車
が
週
二
回
に
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
に
早
く
資
料
を
届

け
ら
れ
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。

　
当
時
の
こ
と
を
御
存
知
の
図
書
館
職
員

の
方
に
は
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
の
今

日
ま
で
の
取
組
は
大
変
あ
り
が
た
い
と
、

ど
な
た
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
様
で
複
雑
な
社
会
の
変

化
の
中
、
図
書
館
に
対
し
て
期
待
さ
れ
る

も
の
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
で
し
ょ

う
。
本
会
が
京
都
府
内
の
図
書
館
の
発
展

に
重
要
な
機
関
と
し
て
存
在
し
、
参
加
館

の
皆
様
と
共
に
進
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
会
報
一
〇
〇
号
の
発
行
を
一
つ
の
節
目

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
方
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
図
書
館
を
め
ざ
し
、

様
々
な
取
組
の
紹
介
や
情
報
を
こ
の
会
報

か
ら
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
京
都
府

内
の
図
書
館
相
互
の
協
力
が
充
実
し
た
も

の
と
な
り
、
本
会
の
活
動
が
よ
り
活
発
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

【
第
一
号
】

　
（
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年

 

六
月
）

　
記
念
す
べ
き
第
一
号
は
、
四
ペ
ー

ジ
建
て
。
巻
頭
に
は
、
当
時
の
澤
田

種

治

京

図

連

協

会

長

の
「
ご
あ
い

さ
つ
」
や
森

行
夫
前
副
会
長
か

ら
の
「
お
手
紙
」
、

現
在
ま
で
続
く
定

期
総
会
の
記
事
、

さ
ら
に
、「〝
図
書

館
協
力
貸
出
〞
発

足
　
京
都
府
立
図

書
館
」
「
第
二
国

立
国
会
図
書
館
関

西
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
動
き
」

と
い
っ
た
、
今
か

ら
思
う
と
少
し

び
っ
く
り
す
る
よ

う
な
ニ
ュ
ー
ス
も
。

【
第
六
号
】

　
（
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
三
月
）

　
第
六
号
に
は
、
「
分
担
金
の
値
上
げ
」

や
、
現
在
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
一

泊
実
務
研
修
に
参
加
し
て
」
と
い
っ
た
記

事
、
さ
ら
に
、
「
京
都
南
部
都
市
広
域
行

政
圏
図
書
館
連
絡
会
議
が
発
足
」
「
連
絡

協
力
車
、
試
験
的
運
行
さ
れ
る 

― 

京
都

府
立
図
書
館 

―
」
と
い
っ
た
記
事
が
。

〜 

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
府
内
の
新
館
の

建
設
に
つ
い
て
の
記
事
や
、
そ
れ
に
伴
う

京
図
連
協
へ
の
新
加
盟
館
紹
介
の
記
事
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
。
第
十
一
号
（
昭

和
六
十
一(

一
九
八
六)

年
十
一
月
）
に

は
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
加
盟
の
記
事

も 

〜

【
第
二
十
号
】

　
（
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
十
一
月
）

　
現
在
で
は
Ｋ-

Ｌ
ｉ
ｂ
ｎ
ｅ
ｔ
に
取
り

込
ま
れ
て
い
る
「
〝
（
京
都
府
公
共
図
書

館
等
所
蔵
）
雑
誌
・
新
聞
総
合
目
録
〞
刊

行
」
と
い
う
記
事
。

【
第
二
十
九
号
】

　
（
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
十
二
月
）

　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
く
ら
し
と
図
書
館
　
京

都
図
書
館
大
会
開
か
れ
る
」
の
記
事
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
会
が
第
一
回
の

京
都
図
書
館
大
会
と
な
り
、
以
降
、
時
期

や
会
場
を
変
え
つ
つ
も
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ

の
号
は
、
図
書
館
大
会
の
詳
細
報
告
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
会
報
で
唯
一
の
八
ペ
ー

ジ
建
て
。

会報第100号のあゆみ
京図連協の「会報」は、今号で記念すべき第100号を迎えます。

そこで、いくつかのトピックから振り返ります。

（
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
会
報
を
並
べ
た
と
こ
ろ
）
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【
第
三
十
四
号
】

　
（
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
十
月
）

　
「
〝
京
図
連
〞〝
京
図
協
〞
の
二
通
り
で

呼
ば
れ
て
い
る
当
協
議
会
の
略
称
、
い
っ

そ
の
こ
と
〝
京
図
連
協
〞
と
統
一
す
れ
ば

ど
う
で
し
ょ
う
。
」
と
い
う
文
章
が
。
翌

年
、
会
則
の
改
訂
で
「
京
図
連
協
」
が
正

式
な
略
称
に
。

【
第
三
十
九
号
】

　
（
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
三
月
）

　
「
『
府
立
図
書
館
改
築
』
報
じ
ら
れ

る
！
」
の
記
事
。
こ
こ
か
ら
、
新
府
立
図

書
館
の
建
設
及
び
そ
れ
に
伴
う
京
都
府
図

書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ-

Ｌ

ｉ
ｂ
ｎ
ｅ
ｔ
）
関
係
の
記
事
が
増
加
。

【
第
五
十
号
】

　
（
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
一
月
）

　
そ
の
よ
う
な
中
、
第
五
十
号
が
発
行
。

第
一
号
に
も
寄
稿
さ
れ
て
い
る
澤
田
元
会

長
の
「
会
報
創
刊
号
発
行
の
こ
ろ
」
が
掲

載
。

【
第
五
十
八
号
】

　
（
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
八
月
）

　
子
ど
も
読
書
に
特
に
注
目
の
集
ま
っ
た

時
期
。
京
図
連
協
で
も
「
独
立
行
政
法

人
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
」
の
実
施
す
る
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金

助
成
事
業
」
の
認
定
を
受
け
、「
子
ど
も
と

読
書
を
考
え
る
中
央
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
、

府
内
各
地
で
指
導
者
研
修
会
を
実
施
。
ま

た
、
第
六
十
号
に
は
、
「
子
ど
も
読
書
絵

て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
記
事
も
。

【
第
六
十
三
号
】

　
（
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
）

　
市
町
村
合
併
が
続
き
、
丹
後
六
町
の
合

併
に
伴
う
加
盟
館
の
変
更
の
記
事
が
。
こ

の
あ
と
も
、
京
丹
波
町
、
南
丹
市
、
与
謝

野
町
、
福
知
山
市
と
続
き
ま
し
た
。
第

六
十
九
号
に
は
「
市
町
村
合
併
に
伴
う
図

書
館
等
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
」
の
一
覧

表
も
。

【
第
六
十
六
号
】

　
（
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
）

　
続
く
第
六
十
七
号
も
併
せ
、
台
風
二
十
三

号
に
よ
る
図
書
館
の
被
災
の
ニ
ュ
ー
ス
。

約
十
年
後
の
第
九
十
号
（
平
成
二
十
六

（
二
〇
一
四
）
年
三
月
）
で
は
、
台
風

十
八
号
に
よ
る
福
知
山
と
舞
鶴
の
被
災
の

様
子
も
。

【
第
八
十
四
号
】

　
（
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
八
月
）

　
東
日
本
大
震
災
に
あ
っ
た
福
島
県
の
図

書
館
を
支
援
す
る
た
め
、
福
島
県
立
図
書

館
へ
計
九
七
一
二
冊
を
お
届
け
。

【
第
八
十
七
号
】

　
（
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
九
月
）

　
紙
と
デ
ジ
タ
ル
と
の
融
合
を
表
明
し
、

内
容
の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
年
三

回
か
ら
年
二
回
の
発
行
に
。

【
第
九
十
一
号
】

　
（
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
九
月
）

　
綾
部
市
図
書
館
の
「
読
書
手
帳
」
に
つ

い
て
の
記
事
。
さ
ら
に
、
続
く
第
九
十
二

号
で
も
、
同
じ
く
宇
治
市
の
「
ど
く
し
ょ

つ
う
ち
ょ
う
」
に
つ
い
て
の
記
事
が
巻
頭

を
飾
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
す
。

【
第
九
十
三
号
】

　
（
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
九
月
）

　
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
受
賞
の
記
事
。

府
内
で
は
初
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第

九
十
五
号
か
ら
三
号
に
渡
っ
て
、
同
館
の

閉
館
と
京
都
学
・
歴
彩
館
の
開
館
に
関
す

る
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

〜 

こ
の
他
に
も
会
報
に
は
、
府
内
の
図

書
館
・
読
書
施
設
の
動
向
を
知
る
上
で

重
要
な
記
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
京
図

連
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttps://w
w
w
.

lib
rary

.pref.k
y
oto.jp/?pag

e_id
=
3012

）

に
全
号
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
〜

　「巻頭言」には、京

セラの稲盛会長、当

時の河合隼雄文化庁

長官、裏千家千宗室

家元、万葉学者の中

西進京都市中央・右

京中央図書館館長等、

多彩な方々に御寄稿

いただきました。
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今

年

度

は

九

五

〇

〇

点

を

超

え

る

作

品
の
中
か
ら
、

最

優

秀

賞

二

点
、
優

秀

賞

二
十
一
点
、
佳

作
一
〇
一
点
が

選
ば
れ
、
十
一

月
四
日
（
日
）

に
表
彰
式
が
開

催

さ

れ

ま

し

た
。
現
在
、
市

町
村
巡
回
展
示

中
で
す
。

◎
北
部
会
場
　
十
二
月
五
日(

水)

　
テ
ー
マ
「 

赤
ち
ゃ
ん
向
け
親
子
の
ふ
れ

あ
い
遊
び
」

版
）
な
ど
を
出
版
さ
れ
て
い
る
永
崎
み
さ

と
さ
ん
が
講
師
と
い
う
こ
と
で
、
惹
き
つ

け
る
演
目
や
演
じ
方
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　
永
崎
さ
ん
の
研
修
会
に
参
加
し
た
こ
と

の
あ
る
先
輩
職
員
か
ら
と
て
も
面
白
か
っ

た
と
い
う
感
想
を
聞
い
て
い
た
た
め
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
研
修
会
。
少
し
早
め
に

到
着
し
た
と
こ
ろ
、
「
せ
っ
か
く
な
の
で

…
…
」
と
開
始
時
間
前
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
早
速
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
実
演
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛

な
温
か
い
お
人
柄
に
触
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
パ
ン
パ
　
パ
ン
パ
　
パ
ッ
パ
ッ
パ
ン
の

繰
り
返
し
が
楽
し
い
『
ぞ
う
の
パ
ン
や
さ

ん
』
や
、
「
ま
る
い
も
の
っ
て
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
か
な
？
」
と
ク
イ
ズ
形
式
に

な
っ
て
い
る
『
ま
る
さ
ん
か
く
し
か
く
』

な
ど
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
は
、
思
わ
ず
口

ず
さ
ん
で
し
ま
う
リ
ズ
ム
で
引
き
込
ま
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
仕
掛
け
の
あ
る
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
の
作
り
に
つ
い
て
も
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
ち
ょ
っ
と
し
た
仕

掛
け
で
と
て
も
反
応
が
良
く
な
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
お
り
、
糸
を
つ
け

た
り
切
り
込
み
を
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で

キ
リ
ン
の
首
が
伸
び
た
り
目
が
動
い
た
り

と
、
さ
ら
に
楽
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

楽
し
く
面
白
い
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
っ
こ

り
と
温
か
い
『
し
ゃ
ぼ
ん
玉
と
ば
せ
』
や

『
ぞ
う
さ
ん
』
は
、
参
加
さ
れ
る
親
子
の

気
持
ち
に
な
っ
て
心
地
良
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
数
多
く
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
中
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、『
で
ん
し
ゃ

に
の
っ
て
』
（
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
著
／
ア

リ
ス
館
）
を
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
に
さ
れ

た
も
の
で
す
。
羊
毛
を
針
で
チ
ク
チ
ク
と

刺
す
こ
と
で
形
を
整
え
て
で
き
る
羊
毛

フ
ェ
ル
ト
の
ふ
わ
ふ
わ
と
優
し
い
雰
囲
気

が
、
物
語
の
世
界
観
や
永
崎
さ
ん
の
語
り

口
と
合
っ
て
い
て
と
て
も
素
敵
な
作
品
で

し
た
。

　
自
分
で
動
き
や
仕
掛
け
を
考
え
て
作
製

　
場
所
　
宮
津
市
福
祉
教
育
総
合
プ
ラ
ザ

　
講
師
　
永
崎
み
さ
と
氏

◎
中
部
会
場
　
十
一
月
十
六
日(

金)

　
テ
ー
マ
「
図
書
館
と
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」

　
場
所
　
京
都
府
立
図
書
館

　
講
師
　
高
倉
暁
大
氏

◎
南
部
会
場
　
十
一
月
二
十
八
日(

水)

　
テ
ー
マ
「
図
書
館
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

　
場
所
　
ア
ス
ピ
ア
山
城

　
講
師
　
吉
田
竜
太
郎
氏

 

（
田
原
市
中
央
図
書
館
）

　
お
は
な
し
会
を
行
う
と
き
に
、
絵
本
を

続
け
て
読
む
と
途
中
か
ら
子
ど
も
達
の
気

が
逸
れ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
手
遊
び
な
ど
を
間
に
入
れ
る
こ
と

で
ぐ
っ
と
注
目
し
て
も
ら
え
た
と
い
う
経

験
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
お
は

な
し
会
で
は
、
よ
り
そ
の
効
果
を
強
く
感
じ

ま
す
。
今
回
は
『
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
歌
っ

て
遊
ぼ
う
！
』（
か
も
が
わ
出
版
）
や
『
さ

あ
遊
ぼ
！ 

み
ん
な
よ
っ
と
い
で
！ 

手
袋

人
形
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
』
（
か
も
が
わ
出

第
七
回

 
「
子
ど
も
読
書

本
の
し
お
り

コ
ン
テ
ス
ト
」

実
務
研
修
会 

実
施
報
告

北
部
研
修
参
加
報
告

舞
鶴
市
立
西
図
書
館
　
竹
田
　
千
明

講師による実演の様子
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さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
本
を
題
材
に
作

ら
れ
る
も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
。
一
回
作

れ
ば
何
度
で
も
使
え
る
の
が
良
い
と
こ

ろ
。
し
か
し
、
労
力
を
費
や
し
て
作
り
上

げ
た
作
品
で
も
、
一
度
き
り
で
使
わ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、
子
ど
も
達

の
反
応
だ
け
で
な
く
、
著
作
権
の
問
題
で

使
用
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
『
キ
ャ
ベ
ツ
の
中
か
ら
』

や
『
に
わ
と
り
と
ひ
よ
こ
』
な
ど
の
手
袋

シ
ア
タ
ー
や
ハ
ン
カ
チ
遊
び
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
子
ど
も
役

と
な
っ
て
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
と
盛
り
上

が
る
場
面
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
大
変
密
度
の
濃
い
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
い
た
だ
い
た
演
目
や
著
書
を

参
考
に
し
、
参
加
さ
れ
る
子
ど
も
達
の
良

い
読
書
体
験
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な

充
実
し
た
お
は
な
し
会
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
実
は
学
生
時
代
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
か

な
り
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
図
書

館
と
の
接
点
は
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館
総
合
展
で
図
書

館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
と
い
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昔
か
ら

の
フ
ァ
ン
と
し
て
今
回
の
中
部
研
修
で
は

図
書
館
と
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
研
修
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
図
書
館
総
合
展
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
発
表
さ
れ
、
図
書
館
で
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
さ
れ
て

い
る
高
倉
暁
大
氏
を
招
き
、
実
際
に
図
書

館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
意
義
や
開
催
時
の
注
意
点
等
に
つ
い

て
、
経
験
に
基
づ
い
た
実
践
的
な
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
に
は
二
十
七
名
と
多
く
の
参
加
が

あ
り
、
当
日
は
会
場
内
に
講
師
が
図
書
館

向
け
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
説
明
と
実
物
を

展
示
さ
れ
、
開
始
前
か
ら
じ
っ
く
り
と
見

て
い
る
参
加
者
が
多
く
、
図
書
館
員
の
中

で
も
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
ま
ず
図
書
館
で
開
催
す
る

意
義
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
法
の
定
義
に

あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た

め
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
や
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
、
ま
た
子

育
て
支
援
と
し
て
の
目
的
が
考
え
ら
れ
る

と
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
企
画
を
す
る
際
に
は
「
な
ぜ
す

る
の
か
」
を
自
分
の
中
で
決
め
る
こ
と

と
、
対
象
年
齢
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
開
催
す
る

意
義
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
参
加
者
を

途
中
で
排
除
す
る
ゲ
ー
ム
は
使
用
し
な
い

ほ
う
が
良
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
は
職
員

だ
け
で
は
難
し
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
外
部
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
き
ち
ん
と
打
ち
合
わ
せ
し
な
い

と
、
後
々
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
と
い

う
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
実
際
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験

会
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
は
講
師
一
人
で

実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
参
加
者
が
多

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
急
遽
私
も
説
明
役

と
し
て
二
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
の
テ
ー
ブ
ル
は
簡
単
で
短
く
終

わ
る
も
の
を
中
心
に
い
く
つ
か
遊
び
、
私

の
方
は
持
参
し
た
『
バ
ス
ル
ー
ト
を
作
ろ

う
（
京
都
市
交
通
局
版
）
』
を
じ
っ
く
り

と
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
全
員
は
参
加
で
き
な
い
の
で
、

参
加
で
き
な
い
人
は
周
り
で
ゲ
ー
ム
の
様

子
を
観
覧
し
て
、
雰
囲
気
だ
け
で
も
感
じ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
テ
ー
ブ
ル
も
盛
り
上
が
り
、

時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で

い
て
、
そ
の
後
の
質
疑
応
答
も
盛
況
で
し

た
。
更
に
研
修
会
終
了
後
も
展
示
し
て
い

る
ゲ
ー
ム
を
見
た
り
、
講
師
に
質
問
を
し

た
り
と
、
積
極
的
で
参
加
者
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
る
研
修
で
し
た
。

　
今
は
ど
こ
の
図
書
館
も
、
青
少
年
を
図

書
館
に
呼
び
込
む
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
年
齢
に
関

係
な
く
楽
し
め
、
そ
こ
か
ら
図
書
館
の
資

料
へ
と
誘
導
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
の

で
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
少
し
で
も
手
助
け

に
な
れ
た
ら
嬉
し
い
と
個
人
的
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　
い
つ
か
自
分
の
勤
務
し
て
い
る
図
書
館ボードゲーム体験会の様子

中
部
研
修
参
加
報
告

京
都
学
・
歴
彩
館
　
藤
原
　
直
幸
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＝
会
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
＝

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一
面
参
照
）
に
全
文

掲
載
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
い
と
決
意
も
新
た
に
し
た
研
修
で
し

た
。

　
今
年
度
の
南
部
研
修
で
は
、
各
地
で
活

用
が
広
が
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
）
に

つ
い
て
、
田
原
市
図
書
館
か
ら
吉
田
竜
太

郎
氏
を
お
招
き
し
、
同
館
で
の
事
例
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
原
市
図
書
館
は
、
愛
知
県
に
あ
る
中

央
館
と
二
分
館
の
三
館
か
ら
な
る
直
営
館

で
す
。
館
長
以
下
正
規
・
非
正
規
を
問
わ

ず
、
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
や
す
い
風

通
し
の
良
い
職
場
だ
そ
う
で
す
。

　
田
原
市
図
書
館
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ア

カ
ウ
ン
ト
は
平
成
二
十
五
年
に
運
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。
一
方
的
な
情
報
発
信
よ
り

も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
持
つ
「
双
方
向
性
」
を
活

か
し
、
「
フ
ォ
ロ
ー
や
返
信
も
随
時
行
う
」

「
直
接
業
務
に
関
係
し
な
い
個
人
の
日
常

や
感
想
な
ど
も
投
稿
す
る
」
な
ど
と
す
る

運
用
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
展
示
の
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト

の
告
知
な
ど
に
交
じ
っ
て
「
男
子
職
員
ア

イ
ス
早
食
い
大
会
」
「
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

と
の
〝
し
り
と
り
〞
対
決
」
な
ど
の
企
画

が
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
上
で
展
開
さ
れ
、
国

立
国
会
図
書
館
の
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス
で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
ま
た
平
成
二
十
七
年
か
ら
始
め
た

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
も
、
エ
イ
プ
リ
ル

フ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
「
図
書
館
の
屋
上
に

プ
ー
ル
を
設
置
」
「
し
り
と
り
対
決
の
結

果
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
新
館
長
に
就
任
」
な

ど
の
ジ
ョ
ー
ク
記
事
が
話
題
を
さ
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
ユ
ル
い
」
田
原
市
図
書

館
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
が
、
そ
の
裏
に
は
確
か

な
目
的
意
識
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

端
的
に
言
え
ば
「
図
書
館
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
広

報
誌
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
吉
田
氏
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
積
極
的

に
図
書
館
の
情
報
を
拾
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
ユ
ー
ザ
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
大

多
数
は
「
な
ん
と
な
く
」
図
書
館
の
ア
カ

ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
そ
の
日
の
気
分

に
よ
っ
て
読
ん
だ
り
読
ま
な
か
っ
た
り
。

そ
ん
な
所
へ
広
報
誌
の
よ
う
に
一
方
的
に

告
知
を
投
稿
す
る
だ
け
で
は
、
つ
ま
ら
な

い
ア
カ
ウ
ン
ト
と
見
な
さ
れ
、
読
み
流
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
で
は
な
く
、
見
か
け
た
人
の
話
題

に
な
る
よ
う
な
面
白
さ
、
親
し
み
や
す
さ

を
志
向
す
る
こ
と
で
よ
り
注
目
度
が
増

し
、
届
け
た
い
情
報
も
目
に
留
ま
り
や
す

く
な
る
。
図
書
館
と
い
う
行
政
機
関
が
「
お

な
か
す
い
た
」
等
と
い
っ
た
投
稿
を
す
る

意
外
性
も
利
用
し
て
、
「
読
ん
で
も
ら
え

る
ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
目
指
す
こ
と
が
田
原

市
図
書
館
の
戦
略
な
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
す
る
に
あ
た
り
、
参

考
に
し
た
の
が
「
あ
な
た
の
図
書
館
の
Ｔ

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た

め
の
10
の
ル
ー
ル
」
と
い
う
カ
レ
ン
ト
ア

ウ
ェ
ア
ネ
ス
の
記
事
（
二
〇
一
三
年
九

月
）
で
す
。
そ
の
う
ち
特
に
重
視
し
た
と

い
う
、

１
． 

あ
な
た
の
図
書
館
に
つ
い
て
ツ
イ
ー

ト
す
る
の
は
四
回
に
一
回
の
割
合
に

す
る

　
　 

↓
個
人
の
日
常
や
市
内
の
ニ
ュ
ー

ス
、
近
隣
図
書
館
の
ツ
イ
ー
ト
を
リ

ツ
イ
ー
ト
す
る
な
ど

２
．
ツ
イ
ー
ト
を
分
析
す
る

　
　 

↓
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
分
析
機
能

（
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
を
活
用
し
、

こ
ち
ら
の
投
稿
に
対
し
て
ユ
ー
ザ
が

ど
ん
な
反
応
を
示
し
た
か
を
詳
細
に

分
析
す
る

５
．
大
事
な
こ
と
は
四
回
ツ
イ
ー
ト
す
る

　
　 

↓
ユ
ー
ザ
の
見
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、

図
書
館
が
投
稿
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い

　
　 

↓
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど
は
期
間
中

繰
り
返
し
投
稿
す
る
の
が
良
い

７
． 

質
問
す
る

　
　 

↓
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
意
見
を

募
集
す
る
な
ど
「
双
方
向
性
」
を
活

か
す

　
　 

↓
ユ
ー
ザ
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ア
イ
デ

ア
で
新
た
な
企
画
が
生
ま
れ
る
こ
と

も

　
の
四
つ
が
実
際
の
ツ
イ
ー
ト
を
使
っ
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
吉
田
氏
は
「
多
く
の
住
民
に

と
っ
て
図
書
館
の
運
営
は
他
人
事
」
で
あ

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
そ
れ
を
「
自
分
事
」
に
変
え
る

こ
と
で
、
「
図
書
館
フ
ァ
ン
」
が
生
ま
れ

る
、
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
中
高
生
や
壮

年
期
男
性
な
ど
、
図
書
館
を
利
用
し
な
い

住
民
へ
の
訴
求
力
と
し
て
、
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
存
在
感
を
増
し
て
い
く
と
感
じ
ま
し

た
。
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